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米政策が見直されました！

米
緊
急
対
策
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た

平
成
１９
年
産
の
米
価
は
、
生
産
調
整
の
実

効
性
が
確
保
で
き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

作
況
９９
で
あ
り
な
が
ら
、
大
幅
に
下
落
す
る

異
常
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
米
価
の
大
幅
な

下
落
は
、
大
規
模
農
業
者
だ
け
で
な
く
、
小

規
模
・
高
齢
者
を
含
め
て
多
数
の
農
業
者
の

経
営
を
不
安
定
な
も
の
と
す
る
た
め
、
国
は

○

政
府
米
と
し
て
３４
万
ト
ン
を
買
い
入
れ
、

備
蓄
米
の
市
場
へ
の
放
出
は
当
面
抑
制
す

る
。

○

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
販
売
残

１０
万
ト
ン
相
当
量
を
飼
料
用
な
ど
へ
処
理

す
る
費
用
の
助
成
。

な
ど
の
米
緊
急
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
米
価
下
落
に
は
一
定
の
歯
止

め
が
か
か
り
ま
し
た
。

当
面
の
生
産
調
整

国
で
は
、
平
成
２０
年
産
以
降
の
生
産
調
整

の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、「
当
面
の
生
産

調
整
の
進
め
方
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

１

基
本
的
考
え
方

行
政
（
国
・
県
・
市
町
）
も
農
協
な
ど

と
連
携
し
て
生
産
調
整
を
達
成
す
る
た
め

全
力
を
あ
げ
ま
す
。

２

主
食
用
米
の
生
産
数
量
目
標
の
適
切
な

設
定確

実
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
水
準

に
設
定
し
ま
す
。

３

「
新
規
需
要
米
」
に
よ
る
生
産
調
整
方

式
の
導
入

飼
料
米
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
米
な
ど

を
生
産
調
整
に
加
え
ま
す
。

４

目
標
達
成
に
向
け
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

強
化目

標
配
分
、
作
付
、
収
穫
の
各
段
階
で

確
認
し
、
目
標
を
超
え
る
場
合
は
事
後
対

策
を
講
じ
ま
す
。

５

生
産
調
整
実
施
者
の
メ
リ
ッ
ト

生
産
調
整
の
拡
大
分
を
支
援
す
る
対
策

を
、
国
の
補
正
予
算
に
お
い
て
措
置
し
ま

し
た
。

６

目
標
未
達
成
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

目
標
未
達
成
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
つ
い

て
は
、適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
決
定
し
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
作
付
計
画
を

立
て
ま
し
ょ
う

日
本
の
人
口
は
２
０
０
４
年
を
ピ
ー
ク
と

し
て
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
人
当
た
り
米
の
消
費
量
は
約
６０
キ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
昭
和
３７
年
の
約
半
分
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
米
の
消
費
量

は
減
少
し
、
全
国
で
毎
年
約
９
万
ト
ン
（
ほ

ぼ
１
年
分
の
愛
媛
県
の
消
費
量
に
相
当
）
減

少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

米
価
の
下
落
傾
向
と
併
せ
、
今
後
も
米
の

需
要
が
大
幅
に
回
復
す
る
こ
と
は
見
込
ま
れ

ず
、
生
産
調
整
を
抜
き
に
今
の
ま
ま
の
米
作

が
維
持
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

安
定
的
な
農
業
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、

米
以
外
の
作
物
も
組
み
入
れ
た
経
営
計
画
を

立
て
ま
し
ょ
う
。

地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
で
は
、
米
の

生
産
調
整
に
協
力
し
、
集
荷
円
滑
化
対
策
に

加
入
し
た
人
に
は
、
産
地
づ
く
り
交
付
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
よ
り
、
ま
た
、

作
付
作
物
や
経
営
形
態
に
よ
り
交
付
金
額
は

異
な
り
ま
す
が
、
産
地
づ
く
り
交
付
金
を
有

効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
な
ど
は
生
産

拡
大
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飼
料
米

や
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
米
な
ど
も
最
近
、
転

作
作
物
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
話
し
合
っ
て
、
今
後
の
作
付
計
画

を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
、
米
政
策
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
政
安
心
ダ
イ
ヤ

ル
（
愛
媛
県
農
政
事
務
所
農
政
推
進
課
）
ま

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

愛
媛
県
農
政
事
務
所
農
政
推
進
課

�
９
３
２
―
１
１
８
９

主食用米消費量の推移の試算
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